
日本各地で頻発する災害。佐賀県でも大雨による災害は毎年のように発生しています。

災害時に男女共同参画なんて考える余裕はないと思われるかもしれません。しかし、過去

の災害では、年齢や性別、障がいの有無などによって被災の状況が大きく異なることがわ

かっています。そのとき、被災地ではどんな問題が起きていたのかを学び、日ごろの備え

と災害発生時の対応について、私たちにできることを考えてみませんか。

日 時 令和５年２月１８日（土）

13:30~15:30（13時開場）

会 場 鹿島市生涯学習センター エイブルホール

（鹿島市大字納富分2700番地１）

定 員 先着１５０名

参加費 無料

申込み方法 電話、電子メール、FAX

（裏面の申込書をご利用ください）

主 催 鹿島市総務部（総務課、人権・同和対策課）

鹿島市防災まちづくり講演会
防災に男女共同参画の視点を取り入れよう

【問合せ】鹿島市総務部人権・同和対策課

〒849-1312 佐賀県鹿島市大字納富分2643番地1

TEL 0954-63-2126 FAX 0954-63-2313



講師プロフィール

富山県生まれ。青年海外協力隊、JICA技術協力専門家などを経て、2000年から静岡大学教員。

性別や多様な人々の視点からの地域の防災体制つくりなどについて調査、研究、研修を行う。

東日本大震災後、日本で初の災害時における女性と子どもに対する性暴力の調査に参加。

静岡県「避難生活の手引き」、「男女共同参画の視点からの防災手引書」、佐賀県「男女共同

参画の視点を取り入れた避難所運営の手引き」の作成等に協力。減災と男女共同参画研修推進

センター共同代表。

「鹿島市防災まちづくり講演会」参加申込書

氏名（ふりがな）

電話番号

メールアドレス

所属団体
（団体に所属の方）

申し込み・問い合わせ先

鹿島市総務部 人権・同和対策課
TEL：0954-63-2126 FAX：0954-63-2313

✉jinkendouwataisaku@city.saga-kashima.lg.jp

【講 師】

池田 恵子（いけだ けいこ） さん

静岡大学教育学部教授

同防災総合センター兼任教員


